
東北、北海道の顧客のもとに社長自ら足を運んで、商

談や打ち合わせを精力的にこなしている。「経営者自

らその場で即決即断することで、間に何人も挟んで情

報をまた聞きするよりやり取りを迅速かつ正確に進

められる。それが、納期の大幅な時間短縮にもなる。

何より、信頼できる社員がそろっているから、私は安

心して外に出掛けられる」と笑顔を浮かべる。

　２年前の社長就任は、実は想定外のことだった。先

代社長の急逝という混乱の中、経営者となる覚悟を決

めた。その時、「絶対に守る」と誓ったことが２つある。

１つは会社を絶対に続ける（維持する）こと。もう１

つは、何があっても絶対に従業員とその家族を守るこ

と。「この約束を守るために、必死に走りながら、こ

の先のために何ができるか考え続けている」。そして

自らを「リリーフピッチャー」と表現する。

■   若手を育てて次の一歩へ
　未来を見据えて、さっそく取り組んだのは若手社員

の育成だ。「それまでは必要になったときに必要な人

数だけ採用していた」。これを毎年２～３人は新規採

用する方向へと切り替え、その教育に力を注ぐ。まず

勇気を胸に、
根気強く、
元気に前へ

■  　　精密板金加工のプロ
　製造現場で10年従事した後、営業マンとして30年、

２年前に現職に就いた米川勝廣社長。40年以上の長

きにわたって会社と歩みをともにしてきた。

　秋田工業が得意とする「精密板金加工」とは、電子

機器や精密機械、半導体製造装置などの部品や筐体（外

装）を製造するための板金技術。一口に「板金」と言っ

ても、自動車の傷や凹みを修理する「自動車板金」、屋

根や壁など建築物に用いる「建築板金」などの種類が

あるが、中でも「精密板金」は特に高度な加工精度が

求められる分野。同社は、長年培ってきた技術と最新

設備を駆使して、お客さまのニーズに応えている。

■ 　　時代の変化を読み取り、動く　
　これまで手掛けてきた製品は、正に時代の写し鏡と

言える。「例えば、電話１つにしても、昔は公衆電話

の部品を作っていた。それが今は携帯電話からスマー

1965年に東京都内で通信機器の組立会社として創業し、２年後に秋田

県の誘致企業として能代市へ。以来、事業を拡大し、90年に阿仁工場、

2010年に阿仁第二工場を稼働。秋田工業は、能代、阿仁地区の地域経

済と雇用創出に貢献してきた企業である。今年１月、創業50年の節目を

迎えた。

トフォンに取って代わった。“プリクラ”が流行った

時代は、そのマシン関連の仕事が増えたものの、デジ

カメが普及してからは現像機の仕事が無くなった。

このように我々の取扱製品は、時代とともに変化して

きた」と米川社長は振り返る。

　30年に及ぶ営業時代から意識して鍛えてきたのは

「これから世の中はどう変化していくのか」「これから

の時代は何が出てくるのか」とアンテナを張り巡らせ

て、時代の先を読む力。変化を敏感に感じ取っては、

先回りして営業をかける。その動きに対して、製造部

門は品質で応える。営業と製造の二人三脚で顧客の

信頼を築いてきた。

■  　　心に刻んだ２つの誓い
　社長となった今でも、その足を休めることはない。

現在、営業は米川社長と社員１人の２人体制。関東、

〒016-0014
秋田県能代市落合
字下大野70-2
Te l .0185-52-2141
Fax. 0185-53-2594
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は、若手へのエールを含めて、分かりやすい社是を制

定した。それが「勇気 根気 元気」の３つの言葉だ。

そこにはこんなメッセージが込められている。「【勇気】

勇気を持って、不安を恐れず第一歩を踏み出そう。勇

気を持って前に進めば、目の前の景色は大きく変わる。

／【根気】たとえ失敗しても小さくなることはない。

失敗は誰にでもある。しかしそれは一生の一瞬だ。

辛くとも困難に耐えることで強くなれる。／【元気】

常に元気でいることで福が舞い込む。全ては自分の

気持ち次第だ」。人材育成を担当している木本慎吾取

締役は「社是を読んだ若手社員の反応がいい。意味を

説明すると強く共感してくれる」と手応えを語る。

　現在、同社の従業員は67名。これを「自分の代で

100人にしたい」と米川社長は展望を語る。現在は受

注生産が中心だが、いずれは製品の企画開発・設計・

製造まで自社で行うことが目標だ。「今働いている社

員たちが、『自分の子や孫を働かせたい』と思う会社に

したい」。創業50年。次の50年、100年に向けて道を

築く。

秋田工業株式会社
● 設　立／昭和40年1月
● 資本金／4,000万円
● 従業員／67名
● 事業内容／

C

A

D E

B

秋 田工 業 株 式 会 社 代表取締役   米 川 勝 廣

A

B

C

D

E

溶接と組み立てのライン。確かな技術を持つ作業員が担当する。

受注管理は、全てパソコンで行っている。

加工図面やデータをもとにプログラミングを行い、作業工程をバーコード化して
管理する。

ベンダー（曲げ加工機）を用いて、金属の板を変形させる工程。

「分かりやすい」と社員に好評の社是。

半導体製造装置、医療・介護福
祉機器、各種デジタル関連機器用精密板
金加工および制御盤・自立盤の製造と一部
組立配線
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